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はじめに


無頼を装うディラン



'Dylan pretends to know more about freight trains than quatrains'.
Robert Shelton (Christopher Ricks, 'Dylan's Visions of Sin', 2003).
「ディランは四行連より貨物列車の方をよく知っているというふりをする」

　ディランはそういうふりをする。都会へ出る金がなく貨物列車に無賃乗車して上京する無頼漢を演じ、詩の韻律等の高級な知識とは縁がないふりをする。が、本当は連や韻などのことをよく知っており、いろいろと詩の創作上の実験をしている。現代詩の詩人の中で、韻という観点からだけみても、興味深い詩人である。ディランはこの点に関し、人を食った発言をしている。

'As you get older, you get smarter and that can hinder you because you try to gain control over the creative impulse. Creativity is not like a freight train going down the tracks. It's something that has to be caressed and treated with a great deal of respect. If your mind is intellectually in the way, it will stop you. You've got to program your brain not to think too much. '
--And how do you do that?
'Go out with the bird dogs. '
[Interview, 'USA Today' (15 February 1995)]
「年を食うと、知恵がついて、それが邪魔をするようになる。創造的衝動をコントロールしてやろうという色気が出るんだ。創造性というのは線路を走る貨物列車とは違うのにね。創造性は大事に扱って、たっぷり尊敬をこめて扱わなくてはならないものだ。もし頭が知的に介入したら、止まってしまうよ。あまり考え過ぎないように脳をプログラムしなければいけない。」
（記者）〈それはどうやるんですか〉
「鳥猟犬を連れて外出するんだ。」

　この発言は逆にいうと、1995年頃のディランはそういう傾向が自分に生じないよう自戒していた可能性もあるということだ。創造性を発揮するのに頭が邪魔になることもある。そこで、創造する主体としての詩人の精神を、知的な頭の働きより高次のところに位置させようとしているのである。しかし、一面では知的な操作が必要になることもじゅうぶん理解していて、だからこそ記者に対し知性では文脈が理解不能な "the bird dogs" という言葉をぶつける（言葉の上では「鳥猟犬（を連れて出て脳を見張る）」くらいの意）。そこで知性の応酬にならないよう計算している。ただ、詩作を知性に牛耳られる事態だけは、避けようとしているのである。




韻を使ってから頭を使う



　知的な意識を用いない、無意識の状態で何をなすべきか。ディランはまず韻を踏んでみる。その上で振返って、意味が通るか、あるいは新しい意味が生まれるかと考える。そこで初めて頭を使うのだ。まず韻を踏んでみる段階は冒険心にあふれている。これまで誰も踏んだことのない韻にも果敢に挑戦する。
　そのような実験的な韻はなかなか人に気づかれないこともある。気づくのはだいたい詩人だ。アレン・ギンズバーグが気づいた例もある（'Idiot Wind' におけるskull / Capitol の韻）。詩作に心をくだき詩のテクネー（技術）に関心のある人のみが気づく種類の韻であってもかまわない。聞いている人に何かが伝わればそれでよいのである。聞いている人が何を受取るか。生みだされた作品がしばしば作者の意図を超えることもめずらしくない。リヒテンバーグ（George Christoph Lichtenberg）は 'The metaphor is much more subtle than its inventor' という（'Aphorisms', 1990）。韻が一致と不一致の技術であるかぎり、メタファの一種ともいえる。であれば、新しい韻から新しいメタファを介して認識の跳躍が生まれる可能性がある。そのスリリングな過程を読者／聴き手は楽しむことになる。




本書に書いてあること



　本書はディランの詩を歌われる詩、耳で聞く詩という観点から捉える。特にディランの韻のおもしろさに着目したあと、作品をいくつか、1960年代から2000年代まで、発表順に分析してみる。文学としての幅はシェークスピア級といわれ、詩的言語の難解さではT・S・エリオットにも匹敵し、千冊の研究書が出ているボブ・ディラン。一筋縄ではいかないけれども、ノーベル文学賞受賞者としては英語で書く最新の詩人である。相手に不足はない。
　ディランの詩のテクストはボブ・ディラン公式サイトでご覧いただきたい。
http://bobdylan.com/
　そこに、一般に知られているディランの詩テクストが掲げられている。本書では議論のために必要な場合のみ、リックス（Christopher Ricks）らによる校訂テクストを用いた。
　詩に添えた年代は公式アルバムの発表年を用いた。




ディラン略伝



　ノーベル文学賞委員会のまとめた文章「略伝と文献」'Bio-bibliography' は非常に質の高いものだ。この公開文書を見ることによって、ノーベル賞委員会がボブ・ディランの業績をどう評価したかということも同時にわかる。これを参考にしてみよう。
"The Nobel Prize in Literature 2016 - Bio-bibliography". Nobelprize.org
http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/literature/laureates/2016/bio-bibl.html

Biobibliographical Notes

Bob Dylan was born on May 24, 1941 in Duluth, Minnesota. He grew up in a Jewish middle-class family in the city of Hibbing. As a teenager he played in various bands and with time his interest in music deepened, with a particular passion for American folk music and blues. One of his idols was the folk singer Woody Guthrie. He was also influenced by the early authors of the Beat Generation, as well as by modernist poets.
（大意）ボブ・ディランは1941年5月24日に米国ミネソタ州東部のダルースに生まれた。同州ヒビング市のユダヤ系中流家庭に育った。ティーンエージャのころ、彼はさまざまのバンドで演奏し、時が経つにつれて音楽への関心が深まった。中でもアメリカのフォーク音楽およびブルーズに特別の情熱を注いだ。彼のアイドルの一人がフォーク歌手のウディ・ガスリだった。彼はまた、モダニスト詩人たちに加え、ビート世代の初期の作家たちに影響を受けた。

Dylan moved to New York City in 1961 and began to perform in clubs and cafés in Greenwich Village. He met the record producer John Hammond with whom he signed a contract for his debut album, 'Bob Dylan' (1962). In the following years he recorded a number of albums which have had a tremendous impact on popular music: 'Bringing It All Back Home' and 'Highway 61 Revisited' in 1965, 'Blonde On Blonde' in 1966 and 'Blood On The Tracks' in 1975. His productivity continued in the following decades, resulting in masterpieces like 'Oh Mercy' (1989), 'Time Out Of Mind' (1997) and 'Modern Times' (2006).
（大意）ディランは1961年にニューヨーク市に転居し、グレニッチビレッジのクラブやカフェで演奏し始めた。彼はレコード・プロデューサのジョン・ハモンド（Columbia Records）に出会い、デビュー・アルバム『ボブ・ディラン』（1962）の契約を結んだ。以降、彼はポピュラー音楽にすさまじい影響を与えるアルバムを数々録音してゆく。『ブリンギング・イット・オール・バック・ホーム』'Bringing It All Back Home' と『追憶のハイウェイ61』'Highway 61 Revisited' を1965年に、『ブロンド・オン・ブロンド』'Blonde on Blonde' を1966年に、また『血の轍』'Blood on the Tracks' を1975年に出した。彼の創作意欲は引続き、『オー・マーシー』'Oh Mercy'（1989）、『タイム・アウト・オブ・マインド』'Time out of Mind'（1997）や『モダン・タイムズ』'Modern Times'（2006）のような傑作を生み出した。

Dylan's tours in 1965 and 1966 attracted a lot of attention. For a period he was accompanied by film maker D. A. Pennebaker, who documented life around the stage in what would come to be the movie 'Dont Look Back' (1967). Dylan has recorded a large number of albums revolving around topics such as: the social conditions of man, religion, politics and love. The lyrics have continuously been published in new editions, under the title Lyrics. As an artist, he is strikingly versatile; he has been active as painter, actor and scriptwriter.
（大意）ディランの1965年と1966年の公演旅行は多くの注目を集めた。一時期、映画監督のＤ・Ａ・ペンベイカが同行し、公演生活を記録したものがのちに映画『ドント・ルック・バック』Dont Look Back（1967）となった［映画の原題の Dont はわざとアポストロフィが付いていない］。ディランが録音した多数のアルバムは種々の話題をめぐるもので、例えば、社会情勢、宗教、政治、恋などがある。歌詞は 'Lyrics' のタイトルのもと、絶えず新しい版で出版されてきている。アーティストとしては驚くほど多才で、画家、俳優、脚本家として活動している。

Besides his large production of albums, Dylan has published experimental work like 'Tarantula' (1971) and the collection 'Writings and Drawings' (1973). He has written an autobiography, 'Chronicles' (2004), which depicts memories from the early years in New York and which provides glimpses of his life at the center of popular culture. Since the late 1980s, Bob Dylan has toured persistently, an undertaking called the "Never-Ending Tour". Dylan has the status of an icon. His influence on contemporary music is profound, and he is the object of a steady stream of secondary literature.
（大意）多数のアルバムの他に、ディランは実験的な作品を出版している。例えば、『タランチュラ』'Tarantula'（1971）や詩画集 'Writings and Drawings'（1973）など。彼は自伝『ボブ・ディラン自伝』'Chronicles' [Volume One]（2004）を書いている。ニューヨークでの初期の頃を回想し、ポピュラー文化の中心に置かれた自身の生活を垣間見させる本だ。1980年代後半からボブ・ディランはたゆまず演奏旅行をしており、その企ては「終わらぬ旅」"Never-Ending Tour"と呼ばれている。ディランは時代の象徴と見なされている。現代の音楽への彼の影響は甚大であり、絶え間ない二次的文学（批評など）の対象となっている。

＊＊＊

　以上の略伝はよくまとまっている。ディランの重要なアルバムを挙げ、これらがノーベル文学賞授与の根拠になったことを示唆している。次の7点だ。

・『ブリンギング・イット・オール・バック・ホーム』'Bringing It All Back Home' （1965）
・『追憶のハイウェイ61』'Highway 61 Revisited'（1965）
・『ブロンド・オン・ブロンド』'Blonde on Blonde'（1966）
・『血の轍』'Blood on the Tracks'（1975）
・『オー・マーシー』'Oh Mercy'（1989）
・『タイム・アウト・オブ・マインド』'Time out of Mind'（1997）
・『モダン・タイムズ』'Modern Times'（2006）

　これらの7つのアルバムには確かに重要な歌が数多く含まれている。けれども、これ以外にも多くの重要なアルバムや、さらには公式アルバムには収められていない重要な作品もある。これらはあくまで代表作であるけれど、同時に、1960年代、70年代、80年代、90年代、2000年代から選ばれていることにより、アーティストとしての全キャリアにわたって重要な作品を生み出し続けていることを示している。しかし、中でも1960年代から3枚選ばれていることは、このあたりに詩人としてのピークの一つがあったことを窺わせる。（本書においてはここに挙げられていない1962-64年のアルバムも取上げる。英国バラッドの影響も色濃く、歌われる詩の意識が高い時期であるからだ。）




ディラン関連の参考文献 



　ノーベル文学賞委員会が作成した参考文献表は包括的で、重要なものは殆ど網羅されている。このリストを見るだけで、いかに精緻な分析を委員会が重ねたかがわかる。
　リストはディランが著した出版物、録音したアルバムに続いて、ディランを撮った映画、フランス語文献、スペイン語文献、スウェーデン語文献、ドイツ語文献、参考文献（批評を含む）が挙げられている。
　この中から、ディランの詩を考える上で欠くことができない重要な文献のみをピックアップしてみる。その選択は人により変わるだろう。これは一例。

・Dylan, Bob, 'Chronicles: Volume One'. (New York: Simon & Schuster, 2004)［『ボブ・ディラン自伝』SBクリエイティブ、2005］必ずしも真実を綴るとは限らないが、文章そのものが詩人の才を物語る。
・Dylan, Bob, 'The Lyrics: Since 1962', eds. Christopher Ricks, Lisa Nemrow and Julie Nemrow. (New York: Simon & Schuster, 2014) ディランの詩を最も深く分析する英文学者リックスらによる校訂版テクスト。異版や改訂版も含む。公式の録音で実際に歌われた言葉を収めたために、従来印刷されてきた詩テクストとは異なる場合もある。ディランの詩の本格的な研究のためには不可欠の詩集。
・Gray, Michael, 'Song and Dance Man III: The Art of Bob Dylan'. (London: Cassell, 2000) [Revised version of 'Song & Dance Man: The Art of Bob Dylan', 1972] ディランの歌をあらゆる角度から分析。同じ著者による'Bob Dylan Encyclopedia' (2008)はディランについて総合的な知識を調べるのに役立つ。
・Heylin, Clinton, 'Revolution in the Air: The Songs of Bob Dylan 1957-1973'. (Chicago: Chicago Review Press, 2009) 同じ著者による'Still on the Road: The Songs of Bob Dylan 1974-2006' (2010)と共に、ディランの個々の歌についてのデータを調べるのに役立つ。
・Marcus, Greil, 'Like a Rolling Stone: Bob Dylan at the Crossroads'. (London: Faber & Faber, 2006) 一世代を象徴する歌となった「ライク・ア・ローリング・ストーン」に焦点をあてた書。
・Margotin, Philippe and Jean-Michel Guesdon, 'Bob Dylan: The Story behind Every Track'. (Black Dog and Leventhal, 2015) 原著（フランス語 Bob Dylan: la totale: les 492 chansons expliquées. [Chêne, 2015]）からの英訳。文学的引喩（allusion）を含む、歌の背景情報を丹念に集めてある。
・Ricks, Christopher B.,'Dylan's Visions of Sin'. (London: Viking, 2003) 英詩として読む研究書では最も参考になる。
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